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レイヴ (]eanLave)とウェンガー (EtienneWenger)によって提唱された「実践コミュニティ J(Communities 
of Practice: CoP)の概念に基づき、その概念に 4つの面からアプローチして、これらの多面的観点から国内
外のメディア芸術における「知識や技能を深めてゆく集団jの事例を詳細に調査することにより、メディア
芸術の今後の振興における「実践コミュニティJの重要性を本論文が確証したことは高く評価される。特に
著者が設定した「実践コミュニティJの4つの面や「実践コミュニティ」の各種の形成モデルに本論文の独
自性が認められ、本論文には今後のメディア芸術に関する研究においてこうした 4つの面やモデル構造が活
用されるという発展性がある。
平成 24年 1月27日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
なお、学力の確認は、人間総合科学研究科学位論文審査等実施細員IJ第 1条を適用し免除とした。
よって、著者は博士(芸術学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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